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教　科　書 総合英語フォレスト Forest 6th edition: Benchmark English Grammar in 25 Lessons

備　　考 辞書を毎回必ず持参すること。予習をして授業に臨むこと。

参　考　書 総合英語フォレスト Forest 6th edition (桐原書店）

授業評価・理解度  最終回に授業評価アンケートを行う。
副担当教員

まとめ 前期のまとめを行う。 まとめ
学習事項全体のまとめを行う。また授業アン
ケートを行う。

自学自習の内容 演習・ワーク課題を課す。（小テスト、課題テスト、定期試験などによって確認する）

関連科目

第６章 助動詞（１）について説明し、問題演習を行う。 第１２章 不定詞（３）について説明し、問題演習を行う。

小テスト② 小テストを行い、その後に解答・解説をする。 小テスト④ 小テストを行い、その後に解答・解説をする。

第５章 完了形（２）について説明し、問題演習を行う。 第１１章 不定詞（２）について説明し、問題演習を行う。

〃 〃 〃 〃

第４章 完了形（１）について説明し、問題演習を行う。 第１０章 不定詞（１）について説明し、問題演習を行う。

” 〃 ” 〃

小テスト① 小テストを行い、その後に解答・解説をする。 小テスト③ 小テストを行い、その後に解答・解説をする。

中間まとめ 中間まとめとして試験を実施する。 中間まとめ 中間まとめとして試験を実施する。

〃 〃 第９章 態（２）について説明し、問題演習を行う。

第３章
動詞と時制（３）について説明し、問題演習を行
う。
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” 〃 第８章 態（１）について説明し、問題演習を行う。

第２章
動詞と時制（２）について説明し、問題演習を行
う。

〃 〃

導入
授業の目的・意義・評価基準・評価方法、及び
学習の進め方、ワークや辞書の使い方等の概
要説明

第７章 助動詞（２）について説明し、問題演習を行う。

第１章
動詞と時制（１）について説明し、問題演習を行
う。
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学習・教育目標 （G)② ＪＡＢＥＥ基準１（２）  
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英語でコミュニケーションができる人の脳の中には、英語に関する一定量の＜語彙＞と＜文法知識＝英文法＞が備わっている。英文法とは、英語
のルールであり、英語を使うためのマニュアル（取扱説明書）である。本授業では、英文法の根幹をなす最も基本的な事項を学びながら、英語とい
う言葉の仕組みを徐々に理解していく。

到　達　目　標 評　価　方　法

（１）辞書の引き方を覚え、積極的に辞書を活用できるようになる。
（２）「品詞」、「語・句・節」、「文型と修飾語句」といった英文法の基礎の基礎
を十分に理解し、これらを駆使して簡単な英文を読み書きできるようにな
る。

前期：①中間試験（３５％）、②期末試験（３５％）、③小テスト（１０％）、④口
頭試問（２０％）　後期：①中間試験（３５％）、②期末試験（３５％）、③課題
テスト（２０％）、④口頭試問（１０％）によって評価する。

教　員　名  菅原　剛　：　SUGAWARA Tsuyoshi

単位 授業時間 科目区分 授業形態 学修単位

英文法Ⅰ　：　English GrammarⅠ 1MESCB 2 90分×30回 履修 講義・通年 -

科　　　　　　目　　　　　　名 学年


